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 「断熱工法について 天井の断熱施工（桁上断熱）」ガラス繊維協会ウェブサイト
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ポリスチレンフォームがたわみ、床下
の外気が室内に流入することがない
ように、床組の間隔とポリスチレン
フォームのサイズを合わせて、床全面
に隙間なく敷き込む。
階段下、床の間、押入れ、クロゼットの
床にもポリスチレンフォームを忘れず
に敷き込む。
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ぴたりと納まるようにサイズを合
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ポリスチレンフォームがたわみ、
床下の外気が室内に流入すると
断熱材の効果がなくなるので、
ぴたりと納まるようにサイズを合
わせて施工する

2


